
 
 

 

昨
年
の
震
災
以

降
、
旅
行
業
界
は
厳

し
い
状
況
が
続
い

て
い
た
が
、
今
、
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の

パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
が
救 

世
主
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
い

ま
こ
の
ツ
ア
ー
は
売
れ
行
き

が
絶
好
調
で
、
五
月
後
半
の

都
内
の
宿
泊
施
設
は
、
特
に

窓
か
ら
ツ
リ
ー
が
見
え
る
部

屋
に
つ
い
て
は
、
割
引
せ
ず

に
ほ
ぼ
定
価
販
売
だ
。 

暫
く
は
、
ツ
リ
ー
が
見
え

る
部
屋
は
大
手
旅
行
社
に
よ

っ
て
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
為
、

宿
泊
料
金
は
夏
休
み
を
過

ぎ
、
九
月
位
ま
で
は
高
値
安

定
だ
ろ
う
。
こ
う
い
う
時
こ

そ
、
首
都
圏
な
ら
ば
横
浜
や 

鎌
倉
、
も
し
く
は
京
都
、
大

阪
、
神
戸
と
い
っ
た
関
西
方

面
に
旅
行
す
べ
き
だ
と
思
っ

て
い
る
。 

一
方
で
、
関
西
に
お
住
い

の
方
は
暫
く
近
畿
圏
か
ら
出

な
い
方
が
得
策
だ
ろ
う
。
そ

れ
で
も
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
行

き
た
い
と
言
う
方
に
提
案
し

た
い
。
最
寄
り
の
押
上
駅
や

と
う
き
ょ
う
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

駅
（
旧
業
平
橋
駅
）
で
は
な

く
、
少
し
離
れ
た
錦
糸
町
、

亀
戸
方
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。 

あ
の
辺
り
は
庶
民
的
な
商

店
街
が
残
っ
て
い
て
物
価
も

安
い
エ
リ
ア
。
「
東
京
ソ
ラ

マ
チ
」
や
押
上
げ
、
業
平
地 

区
の
商
店
街
に
対
抗
し
て
、 

  
 

錦
糸
町
周
辺
の
商
業
施
設
で

も
ツ
リ
ー
開
業
に
合
わ
せ
た

協
賛
セ
ー
ル
を
し
て
る
は
ず
。

 

又
錦
糸
町
周
辺
は
安
く
て

美
味
し
い
店
が
結
構
揃
っ
て

い
る
。
錦
糸
町
、
亀
戸
で
食

事
や
買
い
物
を
し
た
り
、
亀

戸
天
神
を
お
参
り
し
た
り
し

な
が
ら
、
散
歩
気
分
で
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
ま
で
歩
く
の
が
賢

い
楽
し
み
方
だ
と
思
う
。 

 

最
後
に
ツ
リ
ー
を
只
で
見

る
〝
橋
〟
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介

し
よ
う
。
①
業
平
二
丁
目
歩

道
橋
ツ
リ
ー
の
目
の
前
。
足

元
か
ら
見
え
る
の
で
迫
力
満

点
、
写
真
を
撮
る
な
ら
こ
こ

が
一
番
。
た
だ
し
、
歩
道
橋

な
の
で
通
行
の
妨
げ
に
な
ら

な
い
よ
う
に
。
②
駒
形
橋
ビ

ー 雑
司
ヶ
谷
霊
園 

護
国
寺
を
出
て
、
池
袋
方

面
へ
向
か
い
高
速
道
路
を
く

ぐ
る
と
雑
司
ヶ
谷
霊
園
が
見

え
て
く
る
。
レ
ト
ロ
な
木
造

二
階
建
て
の
花
屋
か
ら
入

る
。
墓
域
を
挟
ん
で
反
対
側

に
有
る
管
理
事
務
所
に
寄
っ

て
著
名
人
の
墓
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
分
け
て
も
ら
う
と
分

か
り
易
い
。
十
一
万
平
方
メ

ー
ト
ル
の
敷
地
は
、
多
摩
霊

園
の
広
さ
、
小
平
霊
園
の
明

る
さ
は
な
い
が
、
都
心
と
言

う
の
に
緑
が
濃
い
。
三
代
家

光
の
頃
種
苗
園
が
あ
っ
た
と

こ
ろ
で
、
明
治
七
年
に
雑
司

ヶ
谷
墓
地
と
な
っ
た
。 

こ
こ
に
眠
る
人
々 

●
夏
目
漱
石
＝
明
治
大

正
の
文
豪
。
代
表
作
に
「
吾

輩
は
猫
で
あ
る
」
「
坊
ち
ゃ

ん
」
「
こ
こ
ろ
」
●
永
井
荷

風
＝
耽
美
主
義
の
代
表
作

家
。
「
つ
ゆ
の
あ
と
さ
き
」 

あ
り
、
僧
形
で
荒
れ
ま
わ
り

鬼
坊
主
と
呼
ば
れ
た
。
●
竹

久
夢
二
＝
大
正
ロ
マ
ン
期
に

活
躍
し
た
画
家
。
抒
情
画
を

描
き
「
宵
待
ち
草
」
を
作
詞
、

青
年
を
魅
了
し
た
。 

雑
司
ヶ
谷
旧
宣
教
師
館 

雑
司
ヶ
谷
霊
園
南
の
脇
を

通
っ
て
住
宅
街
の
二
本
目
の

道
を
左
折
す
る
と
、
赤
レ
ン

ガ
敷
き
の
区
道
が
有
り
、
右

手
に
洋
風
建
物
が
有
る
。
区

内
に
現
存
す
る
最
古
の
近
代

木
造
建
築
で
、
都
内
で
も
数

少
な
い
明
治
期
の
宣
教
師
館

と
し
て
、
都
の
登
録
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
マ
ッ
ケ

ー
レ
フ
が
自
宅
と
し
て
建
て

た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
地
元

の
熱
心
な
保
存
運
動
で
、
区

が
買
い
取
っ
て
一
般
に
公
開

さ
れ
て
い
る
。
マ
ッ
ケ
ー
レ

フ
が
新
妻
の
デ
ラ
と
共
に
伝

道
の
た
め
横
浜
に
着
い
た
の

は
、
明
治
二
五
年
（
一
八
九

二
）
で
あ
っ
た
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

（
続
く
） 

養
生
所
の
医
者
。
山
本
周
五

郎
「
赤
ひ
げ
」
の
モ
デ
ル
と

さ
れ
る
。 

        

●
荻
野
吟
子
＝
日
本
初
の
女

医
、
婦
人
解
放
運
動
に
参
加
。

●
ジ
ョ
ン
万
次
郎
＝
土
佐
の

漁
師
で
漂
流
中
に
米
船
に
救

助
さ
れ
る
。
帰
国
後
通
訳
で

活
躍
、
開
成
学
校
英
語
教
師

●
大
須
賀
乙
字
＝
河
東
碧
悟

桐
門
下
の
俳
人
、
本
納
寺
に

碑
あ
り
。
●
岩
瀬
忠
震
＝
幕

末
期
の
幕
臣
で
開
国
論
を
唱

え
、
将
軍
継
嗣
問
題
で
慶
喜

を
支
持
、
伊
井
直
弼
に
よ
り

免
職
。
●
阿
部
磯
雄
＝
社
会

運
動
家
で
戦
後
は
社
会
党
顧

問
。
早
大
野
球
部
を
創
設
、

学
生
野
球
の
父
と
言
わ
れ

た
。
●
成
島
柳
北
＝
幕
臣
で

維
新
後
下
野
「
朝
野
新
聞
」

を
発
行
し
政
治
批
判
を
し

た
。
代
表
作
「
柳
橋
新
誌
」
。

●
小
栗
忠
順
＝
通
称
上
野

介
。
幕
末
に
軍
事
、
財
政
の

要
職
を
歴
任
、
戊
辰
戦
争
で

主
戦
論
を
唱
え
た
後
に
処

刑
。
●
千
葉
定
吉
＝
重
太
郎
、

千
葉
周
作
の
弟
が
定
吉
で
重

太
郎
は
息
子
。
坂
本
竜
馬
の

剣
の
師
匠
。
桶
町
に
道
場
が

有
っ
た
。
●
羽
仁
も
と
子
、

吉
一
、
五
郎
＝
自
由
学
園
創

立
者
。
雑
誌
「
婦
人
の
友
」

を
発
行
。
五
郎
は
昭
和
期
の

歴
史
家
で
羽
仁
進
の
父
。
●

鬼
あ
ざ
み
の
清
吉
＝
江
戸
期

の
大
盗
賊
、
鬼
薊
の
刺
青
が  

◆
編
集
委
員
会
よ
り 

お
願
い
で
す 

「
あ
お
い
通
信
」
は
、
皆

様
か
ら
の
原
稿
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
担
当
飯
島
迄
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。 

ー
ル
会
社
の
名
物
オ
ブ
ジ
ェ

と
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
同
時
に

楽
し
め
る
。
③
桜
橋
歩
行
者

専
用
橋
な
の
で
、
家
族
連
れ

に
も
安
心
。
天
気
が
良
け
れ

ば
東
京
タ
ワ
ー
も
見
え
る
。

④
十
間
橋
川
面
に
逆
さ
ツ
リ

ー
が
映
る
。
⑤
厩
橋
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト

の
中
で
は
空
い
て
い
る
所
。

 
 
 
 
 

（
な
あ
さ
ん
） 

「
墨
東
奇
談
」「
断
腸
亭
日
乗
」

な
ど 

●
泉
鏡
花
＝
明
治
か

ら
昭
和
期
の
小
説
家
。
尾
崎

紅
葉
に
師
事
「
外
科
室
」「
高

野
聖
」「
女
系
図
」
な
ど 

●

小
泉
八
雲
＝
本
名
ラ
フ
カ
デ

ィ
オ
・
ハ
ー
ン
。
小
説
家
で

「
怪
談
」
「
知
ら
れ
ぬ
日
本
の

面
影
」
「
心
」
。
●
森
田
草

平
＝
漱
石
門
下
の
小
説
家
、

平
塚
ら
い
て
う
と
心
中
を
企

て
る
。
後
に
「
煤
煙
」
「
輪

廻
」
な
ど
。
●
島
村
抱
月
＝

劇
作
家
、
翻
訳
家
、
松
井
須

磨
子
と
文
芸
坐
を
創
設
、
新

劇
運
動
に
貢
献
。
●
大
町
桂

月
＝
詩
人
、
評
論
家
、
紀
行

作
家
、
美
文
家
で
有
名
。
●

窪
田
空
穂
＝
歌
人
、
国
文
学

者
、
「
明
星
」
に
参
加
し
「
山

比
古
」
創
刊
、
「
ま
ひ
る
野
」

「
濁
れ
る
川
」
。
●
岩
野
泡
鳴

＝
明
治
期
の
小
説
家
、
評
論

家
、
詩
人
、
「
露
じ
も
」
「
夕

潮
」
「
毒
薬
を
飲
む
女
」
「
憑 

き
物
」
。
●
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ

ー
＝
童
謡
、
歌
謡
曲
の
作
詞

家
。
「
小
さ
い
秋
見
つ
け
た
」

「
も
ず
が
枯
れ
木
に
」
「
長
崎

の
鐘
」
。
●
大
塚
楠
緖
子
＝

明
治
時
代
の
詩
人
、
小
説
家
、

美
貌
の
閏
秀
作
家
で
漱
石
の

「
虞
美
人
草
」
の
モ
デ
ル
と
い

う
。
●
小
川
笙
船
、
小
石
川 
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急
ぎ
で
カ
メ
ラ
を
取
り
出
し

撮
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
写
真
を
早
速
「
北
支
」

の
夫
に
送
り
ま
し
た
。
昭
和

十
九
年
海
軍
報
道
班
員
を
解

か
れ
た
夫
は
，
直
ぐ
に
陸
軍

に
召
集
さ
れ
北
支
へ
出
征
し

ま
し
た
。
夫
は
そ
の
写
真
を

敗
戦
後
十
二
年
に
及
ぶ
シ
ベ

リ
ア
、
中
国
撫
順
抑
留
中
も

肌
身
離
さ
ず
持
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。 

八
月
六
日
広
島
原
爆
投
下

後
、
地
方
都
市
ま
で
次
々
と

空
襲
が
行
わ
れ
、
富
山
市
も

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
私
共

は
魚
津
市
も
危
な
い
と
、
新

潟
県
に
近
い
入
善
町
新
屋
へ

疎
開
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

入
善
駅
か
ら
徒
歩
で
一
時
間

以
上
の
田
舎
で
、
夫
の
従
兄

が
郵
便
局
を
し
て
お
り
、
本

人
は
召
集
さ
れ
て
家
に
は
お

 
 

ら
さ
き
も
雁
の
頃
』。 

松
瀬
青
々
は
大
阪
の
商
家

の
生
ま
れ
で
正
岡
子
規
や
、

高

浜
虚
子
に
認
め
ら
れ
た
俳
人

で
あ
り
、
上
六
の
意
伝
を
極

め
た
句
境
を
開
い
た
。
代
表

的
に
、
『
日
盛
り
に
蝶
の
ふ
れ

合
ふ
音
す
な
り
』。
一
九
九
七

年
刊
行
の
句
集
「
牡
丹
」
に
、

鑑
真
と
母
へ
最
後
の
牡
丹
を

挿
す
。『
吾
亦
紅
ぽ
つ
ん
ぽ

つ
ん
と
気
ま
ま
な
る
』 

平
畑
静
塔
。
一
九
九
七
年

死
去
九
十
二
才
。
現
代
俳
句

協
会
所
属
、
京
大
俳
句
を
経

て
「
天
狼
」
二
代
目
編
集
長

を
勤
め
た
。
西
東
三
鬼
に
師

事
。
代
表
作
に
『
藁
塚
に
一

つ
の
強
き
棒
刺
さ
る
』『
座
る

余
地
ま
だ
涅
槃
の
中
に
あ
り
』

が
あ
る
。 

私
の
寝
室
の
テ
ー
ブ
ル
に

額
に
入
っ
た
古
い
写
真
が
置

か
れ
て
い
ま
す
。 

昭
和
二
十
年
、
敗
戦
の
年

の
一
月
に
撮
っ
た
貴
重
な
写

真
で
す
。
生
後
二
ヶ
月
の
三

男
が
こ
ち
ら
を
向
い
て
寝
か

さ
れ
て
い
る
枕
元
で
、
二
才

の
長
女
が
カ
メ
ラ
を
構
え
る

私
の
方
を
見
て
に
っ
こ
り
笑

っ
て
い
る
写
真
で
す
。 

そ
の
頃
は
フ
ィ
ル
ム
が

仲
々
手
に
入
り
難
い
時
期
で

し
た
が
、
た
ら
い
で
行
水
を

さ
せ
て
貰
っ
た
三
男
の
機
嫌

良
く
笑
っ
て
い
る
顔
が
あ
ん

ま
り
可
愛
い
の
と
、
、

そ
の
側

で
弟
の
世
話
を
手
伝
っ
て
い

る
長
女
が
い
と
お
し
く
て
大

 
    

い
が
村
の
人
達
に
申
し
出
ま

し
た
。『
ア
メ
リ
カ
人
は
野
蛮

人
で
は
な
い
か
ら
、
国
際
法

に
従
っ
て
降
伏
し
た
日
本
人

を
訳
も
な
く
殺
し
た
り
は
し

な
い
。
け
れ
ど
竹
槍
な
ど
を

持
っ
て
集
団
で
向
か
っ
て
行

っ
た
ら
、
自
己
防
衛
の
た
め

に
発
砲
す
る
だ
ろ
う
、
そ
う

し
た
ら
貴
方
達
が
殺
さ
れ
る

事
に
な
り
ま
す
よ
』
と
云
っ

た
ら
皆
、
黙
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
私
共
は
魚

津
へ
戻
り
、
何
年
も
経
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

 

数
年
後
郵
便
局
の
奥
様
か

ら
、「
あ
の
時
は
奥
様
が
い
て

下
さ
っ
て
本
当
に
助
か
り
ま

し
た
。
本
当
に
皆
、
竹
槍
を

持
っ
て
ア
メ
リ
カ
兵
を
襲
う

積
り
で
い
た
の
で
す
よ
」
と

云
わ
れ
て
驚
き
ま
し
た
。
敗

戦
の
記
憶
の
ひ
と
つ
で
す
。 

ら
ず
、
奥
さ
ん
と
中
学
学
生

の
息
子
だ
け
で
、
家
は
何
時

も
村
の
人
達
の
集
会
所
に
な

っ
て
お
り
ま
し
た
。 

 

八
月
十
五
日
、
天
皇
陛
下

の
玉
音
放
送
が
あ
る
と
云
う

の
で
、
み
ん
な
で
ラ
ジ
オ
の

前
に
正
座
し
て
一
生
懸
命
聞

き
ま
し
た
が
、
雑
音
が
ひ
ど

く
て
よ
く
解
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
時
郵
便
局
の
中
学

生
の
息
子
が
「
負
け
た
」
と

叫
ん
で
役
場
か
ら
帰
っ
て
来

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
数
日
経

っ
て
、
村
の
人
が
何
人
も
集

ま
っ
て
何
か
相
談
し
て
い
る

様
で
し
た
。
よ
く
聞
い
て
み

る
と
、
ア
メ
リ
カ
兵
が
来
た

ら
村
人
が
竹
槍
を
持
っ
て
突

い
て
出
る
相
談
で
し
た
。 

は
じ
め
私
は
冗
談
か
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
少
し
心

配
に
な
っ
て
差
し
出
が
ま
し

 
 お

願
い
し
て
妻
の
分
と
二
個

頂
き
ま
し
た
。
整
骨
院
に
通

っ
て
い
て
も
二
、
三
日
で
ズ

レ
た
腰
を
元
に
戻
す
だ
け
で

し
た
が
、
ま
り
を
頂
い
て
か

ら
は
一
度
も
は
ず
れ
ず
、
今

日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

散
歩
し
て
い
る
中
、
知
ら

な
い
人
よ
り
声
を
掛
け
ら
れ

て
、
医
者
で
も
、
整
骨
院
で

も
、
具
合
の
悪
い
処
を
手
当

て
を
し
て
く
れ
る
だ
け
の
事
、

直
す
の
は
己
に
あ
り
、
己
が

自
覚
し
て
、
体
に
良
い
こ
と

を
始
め
る
事
に
よ
っ
て
、
良

く
な
っ
て
行
く
の
だ
と
聞
か

さ
れ
て
八
〇
代
に
な
っ
て
、

人
頼
り
の
、
己
の
弱
さ
に
恥

じ
て
お
り
ま
す
。 

ど
う
ぞ
、
今
後
と
も
宜
し

く
お
導
き
く
だ
さ
い
ま
せ
、

有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

    

五
十
代
よ
り
、
石
神
井
公

園
に
ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
の
毎
日

で
し
た
が
、
腰
が
痛
く
て
、

散
歩
も
出
来
な
く
な
り
家
で

ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
た
処 

、

平

成
十
二
年
に
娘
か
ら
、『
ヒ
ラ

ガ
ナ
が
打
て
れ
ば
、
パ
ソ
コ

ン
が
で
き
る
よ
』
と
言
わ
れ
、

勉
強
を
始
め
十
二
年
の
歳
月

が
経
ち
ま
し
た
。 

今
年
に
入
り
タ
バ
コ
が
吸

え
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
有
り

ま
す
よ
と
言
わ
れ
、
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
が
、
腰
が
悪

く
て
体
操
に
参
加
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
職
員
に
導
か
れ
て
、

お
そ
る

〱 

ま
り
の
体
操
に

参
加
し
た
時
、
ま
り
を
腰
に

当
て
て
反
り
ま
し
た
ら
、
痛

み
の
中
に
も
は
ず
れ
た
腰
が
、 

元
に
戻
っ
て
行
く
よ
う
な
気

が
し
た
の
で
、
す
ぐ
ま
り
を

 
  

社
長
様 

ス
タ
ッ
フ
の
皆

様
お
心
遣
い
有
難
う
御
座
い

ま
す
。 

私
は
ペ
ン
キ
職
人
で
働
い

て
居
り
ま
し
た
が
、
五
十
代

に
な
っ
て
か
ら 

腰
を
痛
め
仕

事
も
出
来
ず 

八
十
三
歳
の
今

日
に
至
り
ま
し
た
。 

平
成
三
年
よ
り
十
一
年
ま

で
に 

盲
腸
か
ら
始
ま
り
、
前

立
腺
肥
大 

不
思
議
な
出
来
物

大
動
脈
瘤 

心
筋
梗
塞
と 

大

小
合
わ
せ
て
五
度
の
手
術
を

う
け
ま
し
た
が
、
心
筋
梗
塞

の
薬
が
身
体
に
合
わ
ず
、
肝

臓
が
悪
く
な
り
、
平
成
十
二

年
に
再
度
の
入
院
で
今
日
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

 

 

あ
お
い
俳
壇 

   

麻
生 

伊
登
子 

滝
の
ご
と 

降
る
雨
の
が
れ 

薄
ぐ
ら
き 

コ
ー
ヒ
ー
店
の 

隅
に
座
れ
り 

水
面
蹴
り 

真
鴨
一
群 

い
っ
せ
い
に 

飛
び
立
ち
行
け
り 

青
空
の
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

橋
本 

廣
子 

人
波
に 

賣
声
高
し 

朝
顔
市 

盆
棚
を 

飾
り
て
迎
ふ 

祖
父
の
霊 

短
冊
に 

家
内
安
全 

托
し
け
り 

 

富 

寿
郎 

雷
神
に 

追
わ
れ
し
小
鳥 

目
に
泪 

 

相
田 

美
代
子 

冷
や
っ
こ 

薬
味
の
し
ょ
う
が 

ほ
の
ぼ
の
と 

紫
蘇
（
し
そ
）
の
香
の 

匂
う
朝
市 

妙
延
寺 

 

利
用
者
さ
ん
の 

紹
介
コ
ー
ナ
ー 

細
見
綾
子
。
兵
庫
県
青
垣

町
出
身
、
日
本
女
子
大
国
文

科
卆
、
三
十
代
で
最
初
の
夫

に
死
別
。
松
瀬
青
々
に
入
門

「
捲
鳥
」
に
投
句
し
た
の
が
俳

句
と
の
か
か
わ
り
の
初
め
で

あ
る
。
一
九
九
七
年
九
月
六

日
、
九
十
才
で
亡
く
な
る
。

 

夫
君
は
俳
人
沢
木
欣
一

氏
。
代
表
句
に
、『
そ
ら
豆
は

ま
こ
と
青
き
味
し
た
り
』。『
き

て
み
れ
ば
ほ
ほ
け
ち
ら
し
て

猫
柳
』。『
ふ
だ
ん
着
で
ふ
だ

ん
の
心
桃
の
花
』。『
鶏
頭
を

三
尺
離
れ
も
の
思
ふ
』『
峠
見

ゆ
十
一
月
の
む
な
し
さ
に
』

『
女
身
仏
に
春
剥
落
の
つ
づ
き

を
り
』『
古
九
谷
の
深
む
ら
さ

き
も
雁
の
頃
』。 

  

７
月
度
行
事
の
結
果 

歌
舞
伎
鑑
賞 

 

９
日
（
月)

練
馬
文
化
ホ
ー

ル
、
１
４
名
参
加
。 

役
員
会 

 

１
５
日
（
日
）
葵
に
て
。 

カ
ラ
オ
ケ
会 

２
０
日
（
金
）
バ
ン
バ
ン
、

１
０
名
の
参
加
。 

 ８
月
度
行
事
の
予
定 

カ
ラ
オ
ケ
会 

１
７
日
（
金
）
バ
ン
バ
ン

に
て
。 

マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会 

 

２
２
日
（
水)

ベ
イ
ブ
に

て
、
宜
し
く
。 

 
 
 
 
 
 

事
務
局
長 

  

  
 

 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 

 

昨
年(

平
成
二
十
一
年)

十
二
月
の
誕
生
日
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
葵
で
バ
ー
ス

デ
イ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
さ
や
え
ん
ど
う
の
種
と

小
鉢
を
頂
き
ま
し
た
。 

丁
度
、
寒
い
時
期
で
し

た
の
で
、
今
年
二
月
の
末

頃
に
種
を
二
日
間
水
に
漬

け
て
か
ら
、
鉢
に
埋
め
ま

し
た
。
数
日
後
芽
が
出
た

か
な
と
覗
い
て
み
た
ら
、 

麻
生 

伊
登
子
（
木
） 

週
一
回
の
通
所
で
す
。
こ

の
ペ
ー
ス
が
ち
ょ
う
ど
よ
く
、

と
て
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

昼
食
が
と
て
も
お
い
し
く
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
も
う
れ
し
く
、

幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

      平
岡 

康
（
火
） 

短
歌
を
二
十
年
続
け
て
い

ま
す
。
月
一
回
の
会
が
あ
り

ま
す
。
合
唱
も
月
一
回
の
集

ま
り
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

火
曜
日
の
午
後
歌
を
歌
う
こ

と
が
あ
り
、
と
て
も
た
の
し

か
っ
た
で
す
。 

      本
橋 

清
治
（
木
、
土
） 

旅
行
が
大
好
き
で
、
日
本

全
国
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を

ま
わ
り
ま
し
た
。
旅
行
好
き

な
仲
間
が
集
ま
り
、
と
て
も

楽
し
い
時
を
す
ご
し
ま
し
た
。

電
車
の
時
も
あ
り
、
車
の
と

き
も
あ
り
ま
し
た
。
い
い
思

い
出
で
す
。 

        

葵
友
の
会 

広
報
コ
ー
ナ
ー 

敗
戦
の
記
憶 

 
 
 
 
 

泉 

貞
子 

 
 

ま
り
体
操 

 
 
 
 

  

佐
藤 

富
夫 

    

女
流
俳
人
紹
介 

河
角 

進 

 

     

写
真
ス
ペ
ー
ス 

 
 
 
 

↓ 

      

 
         


